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要旨　　本稿は長崎短期大学国際コミュニケーション学科の中国語教育に関する報告である。以下、三つの章






　2018 年度に国際コミュニケーション学科で筆者の中国語の授業を履修した学生は、1 年生が 22 名、2 年生が
19 名である。その内、36 名（2019 年 3 月 31 日に予定されている試験を含む）の学生が HSK の受験を希望し
た。当検定は 1 級から 6 級（最高級）まであり、2 級の受験を希望した学生は 5 名、3 級は 22 名、4 級は 7 名、
5 級は 2 名である。
　一方、2017 年度まで本学科で中国語の授業を担当していた章潔氏の報告（章（2018:109-115））によると、昨
年度の 2017 年度に HSK を受験した学生は合計 18 名で、全て 2 年生である。1 級が 1 名、2 級が 14 名（1 名不
合格）、3 級が 2 名、4 級が 1 名（不合格）であった。従って、2018 年度は、とても多くの学生が中国語の学習
に励み、かつ、受験級が向上しているのが分かる。以下の表 1 を確認されたい。
表 1  2018 年度と 2017 年度の HSK 受験者数
1 級 2 級 3 級 4 級 5 級
2017 年度 1 名（2 年生） 14 名（2 年生） 2 名（2 年生） 1 名（2 年生） 0 名
2018 年度 0 名
5 名（1 年生 3 名、
2 年生 2 名）
22 名（1 年生 15 名、
2 年生 7 名）
7 名（1 年生 5 名、
2 年生 2 名）
2 名（1 年生 1 名、
2 年生 1 名）
　特筆に値することは、2018 年度は、14 名の 1 年生が 3 級の受験を希望し、更に、4 級や 5 級に挑戦する 1 年
生も数名出てきたということである。HSK のホームページによると、3 級は大学の第 2 外国語における第 2 年
度前期履修程度の学習、つまり、約 1 年半の学習時間が目安とされている。そして、4 級は大学の第 2 外国語
における第 2 年度後期履修程度の学習、即ち、約 2 年間の学習時間が目安とされている。この点から見ると、
2018 年度の 1 年生は如何に中国語の学習に熱心であるのかが分かる。特に、大学 1 年生で第 2 外国語として
HSK4 級に挑戦する学生は全国的に見ても、とても優秀であるといえる。また、5 級を受験する 1 年生は、高
等学校で 2 年間中国語を学んでいるが、それであっても、通常、大学 1 年生で第 2 外国語として HSK5 級に挑
む学生は、やはり全国的に見ても、とても優秀であると見なしえる。
1.2. 受験結果
　さて、以下、実際に受験結果を見ていくことにしよう。以下の表 2 と表 3 を見られたい。なお、2 級は 120
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点以上が合格、3 級、4 級、5 級はいずれも 180 点以上が合格と見なされる（1 級と 2 級は作文の試験が無い）。
つまり、6 割のスコアを獲得すると合格と判断される。なお、氏名は「＊」で表記し、非公開とする。
表 2　2018 年度 1 年生の HSK 結果
氏名 受験級 聞き取り 読解 作文 合計
1 ＊＊＊ 4 級（合格） 78/100 72/100 82/100 232/300
2 ＊＊＊ 3 級（合格） 98/100 100/100 100/100 298/300
3 ＊＊＊ 3 級（合格） 95/100 100/100 100/100 295/300
4 ＊＊＊ 3 級（合格） 100/100 98/100 82/100 280/300
5 ＊＊＊ 3 級（合格） 88/100 98/100 82/100 268/300
6 ＊＊＊ 3 級（合格） 65/100 92/100 100/100 257/300
7 ＊＊＊ 3 級（合格） 70/100 85/100 82/100 237/300
8 ＊＊＊ 3 級（合格） 70/100 72/100 62/100 204/300
表 3　2018 年度 2 年生の HSK 結果
氏名 受験級 聞き取り 読解 作文 合計
1 ＊＊＊ 5 級（不合格） 53/100 60/100 66/100 179/300
2 ＊＊＊ 4 級（合格） 53/100 64/100 72/100 189/300
3 ＊＊＊ 4 級（不合格） 40/100 74/100 64/100 178/300
4 ＊＊＊ 3 級（合格） 85/100 99/100 99/100 283/300
5 ＊＊＊ 3 級（合格） 75/100 100/100 94/100 269/300
6 ＊＊＊ 3 級（合格） 69/100 100/100 91/100 260/300
7 ＊＊＊ 3 級（合格） 55/100 98/100 86/100 239/300
8 ＊＊＊ 3 級（合格） 53/100 85/100 74/100 212/300
9 ＊＊＊ 3 級（合格） 58/100 55/100 94/100 207/300
10 ＊＊＊ 3 級（合格） 55/100 68/100 78/100 201/300
11 ＊＊＊ 2 級（合格） 93/100 100/100 193/200
12 ＊＊＊ 2 級（合格） 78/100 78/100 156/200
　以上の表 2 と表 3 から看取できることは、1 年生のスコアが高いということである。表 2 の 2、3、5、6、7、
8 は、いずれも本学科に入学してから中国語を学び始めた学生である。また、表 2 の 2、3、4、5 の学生は高得
点で、かつ、聞き取り、読解、作文の三つの能力をバランス良く習得していることが分かる。
　そこで今度は平均点に注目してみよう。3級の平均点を比較すると、1年生の合計スコアの平均は、約261点（聞
き取り約 84 点、読解約 92 点、作文約 87 点）である。一方、2 年生の合計スコアの平均は、約 239 点（聞き取
り約 64 点、読解約 86 点、作文約 88 点）である。2 年生は、3 級を受験した 7 名の内、5 名がすでに 1 年生の
時から中国語を学んでいる。一方これに対し、1 年生で 3 級を受けた学生 7 名は、1 名が高等学校で 1 年間 1
週間に 1 コマ程度の中国語を学んでいたが（表 2 の 4 の学生）、その他の 6 名はいずれも本学科に入学してか
ら中国語の学習を始めた。そのため、2018 年度の 1 年生の成長が著しいことが理解できる。
　また、2 年生の中には、2018 年度から新たに中国語を始めた学生（即ち 1 年生とほぼ同じ学習時間となる）
もいるが、その中の 2 名は、いずれも僅か半年で 2 級を高得点で合格している。注目すべきは、表 3 の 5 と
11 の学生である。この 5 と 11 は同じ学生である。まず 11 に留意されたい。この 11 のスコアは、聞き取り
93/100、読解 100/100、合計スコア 193/300 となっており、極めて高得点である。2 級は、大学の第 2 外国語
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における第 1 年度後期履修程度の学習が目安となっているため、称賛するに値する。そして、この 2 級を高得
点で合格した学生が約半年後に 3 級を受験した結果が 5 である。つまり、聞き取り 75/100、読解 100/100、作
文 94/100、合計スコア 269/300 の高得点である。この成績は、上の表 3 から看取できるように、2 年生で 2 番
目の順位にあたる。既述の如く、3 級の受験は、約 1 年半の学習時間が目安となっているので、とても優秀で
あるといえる。なお、2 年生の表 3 の 1 と 3 の学生は不合格となったものの、1 はあと僅か 1 点、3 はあと僅か
2 点で合格と見なされるので、一定の評価を与えることができる。
1.3. 学習状況の向上について
　以上のように、2018 年度は 1 年生を中心に中国語の学習状況が飛躍的に向上した。その原因としては、主に
以下の 4 点を重視して指導を行ったためであると考えられる。
① 教員が学生と 1 対 1 の発話練習を徹底的に行った。
② 書き取り練習を積極的に行った。
③ 授業時に大量に読解問題を解く方法と、1 つの問題を丁寧に解析する方法の 2 つをバランス良く行った。
④ 筆者が専門とする中国語文法研究の観点に基づいて、作文対策の指導を行った。



















HSK は平均して毎月全国で指定された試験会場で実施されるが、団体受験会場は受験希望者が 1 人であっても






　本学科は、2018 年度に中国の安徽省黄山市にある黄山学院で 3 カ月の短期留学を行い、1 年生 5 名が参加した。
黄山学院は中国の国立大学で、二つの広大なキャンパスを有し、2 万人近くの学生が在籍している。16 の学科



























学習の意欲が大きく向上する期待が持てる。実際に、現時点では、昨年度に 3 カ月留学をした 1 年生 5 名の内、
3 名が編入学、2 名が編入学あるいは交換留学を予定している。また、それ以外に、3 名の 1 年生が編入学を希




①クォータを終えるごとに、履修者が増え、結果、教員と学生の 1 対 1 の発音練習の時間が減った。
②語彙力を高める指導が完全ではなかった。
が挙げられる。①については、来学期からは全ての中国語の授業を完全に 2 クラスに分けて行うため、改善が
可能であると思われる。②については、HSK 本部が定める試験要綱に基づき、2 年間で HSK5 級の受験に対応





表 4 　2 年間の中国語の指導計画
1 年生（4 月－ 6 月） HSK1 級に合格（目標単語学習数 : 約 300）
1 年生（7 月－ 8 月）（宿題を与える） HSK2 級に合格（目標単語学習数 : 約 600）
1 年生（9 月－ 11 月） HSK3 級に合格（目標単語学習数 : 約 900）
1 年生（12 月－ 3 月）（宿題と HSK 対策補講の実施） HSK3 級に確実に合格（目標単語学習数 : 約 1300）
2 年生（4 月－ 6 月） HSK4 級に合格（目標単語学習数 : 約 1600）
2 年生（7 月－ 8 月）（宿題を与える） HSK4 級に確実に合格（目標単語学習数 : 約 1900）
2 年生（9 月－ 11 月） HSK5 級に合格（目標単語学習数 : 2200）
2 年生（12 月－ 3 月）（宿題と HSK 対策補講の実施） HSK5 級に合格、HSK6 級に挑戦（目標単語学習数 : 2600）
　本学科で中国語を履修しながら HSK5 級に合格した場合、中国語で仕事に対応できる実力が身に付き、また、
中国の 4 年制大学の 3 年次編入にもスムーズに対応することができる。　
　HSK 本部の情報によると、各級で求められる単語数は、1 級が 150 個、2 級が 300 個、3 級が 600 個、4 級が
1200 個、5 級が 2500 個、6 級が 5000 個である。一見、単語数が多くないように思えるが、中国語には、複雑
な漢字や、声調の違いによって意味が大きく異なる単語が数多くあるため、効率的で、かつ、質の良い授業を
行うのに加え、学生の学習意欲の向上が欠かせない。だが、以上の指導計画を透徹し、更に、上述した留学制
度を効果的に利用すれば、2 年間で最高級の HSK6 級の合格も十分に可能である。来年度には更に良い成績を
報告できるよう、引き続き学生と共に日々努力していきたいと強く思って已まない。
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